
ワクチンデビューは、生後２か月の誕生日 
０歳の赤ちゃんをワクチンで防げる病気から守るためには、生後２か月になったらできるだけ早くワクチンを受けることが大切です。 

ワクチンの種類、接種回数が多いので、かかりつけの医師と相談のうえ、計画的に接種しましょう。 

ワクチン名 
接種済み 

レ 
記入しましょう 

誕生                            １歳 
   １か月  ２か月  ３か月  ４か月  ５か月  ６か月  ７か月  ８か月  ９か月 10 か月 11 か月 

 ヒブ(※) □□□□ 
             

 小児用 
  肺炎球菌(※) □□□□ 

             

 B 型肝炎 □□□ 
             

  四種混合 □□□□ 
             

   ロタウイルス 
    （飲むワクチン） 

□□                

□□□    

 BCG □ 
             

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

不活化 
ワクチン 

定期 

不活化 
ワクチン 

不活化 
ワクチン 

生 
ワクチ

【予防接種の接種間隔】 
異なる種類の注射の生ワクチン同士の接種間隔は、 
４週間後（4 週間後の同じ曜日）からです。 

     同時接種 同時に複数のワクチンを接種することができます。 
詳しくはかかりつけの医師にご相談ください。 

     おすすめの接種時期（数字は接種回数） 
     定期接種の対象年齢         任意接種の接種できる年齢 

不活化 
ワクチン 

1 

1 

2 

2 

3 

3 

1 2 

4 

4 

3 

生 
ワクチ

1 

2023 年 4 月現在 

1 3 2 

3 
2 

1 

４ 

※ヒブ・肺炎球菌は初回接種年齢により接種回数が異なります。＠7「（上記は生後

２か月から７か月未満で接種を開始した場合の回数です。） 


